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市長からの提案理由説明市長からの提案理由説明

平
成
25
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど
43
議
案
を

慎
重
審
議
市
議
会

市
議
会
1212
月
定
例
会
を
開
催

月
定
例
会
を
開
催

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
４
件
を
提
出
し
ま
し

た
。
う
ち
３
件
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
可
決
し
、
国

な
ど
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た（
５
ペ
ー
ジ
）。

平
成
25
年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
新
発
田
駅

前
複
合
施
設
の
実
施
設
計
及
び
事
業
用
地
の
取
得
、

私
立
保
育
園
の
運
営
委
託
、
消
防
団
無
線
の
受
令
機

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
松
く
い
虫
防
除
に
係
る
予
算
な
ど

を
審
議
し
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

４
６
０
億
８
０
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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○
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 西部工業団地の動向 
株式会社マルカサトウ及び株式会社三幸との西部工業団地内の用地の貸し付けをめぐる裁判につい

て、両社から民事訴訟法第266条に基づく請求の放棄書が裁判所に提出され、市が実質的に勝訴し、
裁判が終結した。ただし、裁判が終結したとはいえ、工業団地進出企業から訴えられたということに
対する行政不信、産業振興への影響は少なからぬものがあったと言わざるを得ない。一日も早く両社
との関係改善を図っていきたい。

  　また、10月に市内山崎の株式会社富岡鉄工所と進出協定を締結し、工業団地全体の販売率は
98.98％となった。

市長からの行政報告に対する本会議での質疑市長からの行政報告に対する本会議での質疑

人権擁護委員の推薦
（適任）

大川原 さとみ

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
し
尿
等
下
水
道
投

入
施
設
条
例
、
災
害
救
助
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
、
住
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
16
の
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
、
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
に
関

す
る
事
務
の
受
託
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

な
ど
の
議
案
を
各
常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審

議
し
た
後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
適
任
と
認

め
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
16
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
に
答
弁
を

求
め
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た（
６
ペ
ー
ジ
〜
14

ペ
ー
ジ
）。

市
長
か
ら
西
部
工
業
団
地
の
動
向
に
つ
い
て

行
政
報
告
が
な
さ
れ
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た

（
下
記
）。

【お詫び】
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　12月定例会は、25年度補正予算議案等の市長提出議案33件、請願４件、陳情２件は、各常任委員会で審議（人事案件は
常任委員会で審議せず、初日に採決）した後、議会提出議案４件は直接、本会議で下記のとおり議決しました。（※各委員会
審議状況は16ページから17ページを参照ください）

12月定例会で審議された案件
審議した
委員会
※１

議決結果
※２

市
民
ク
ラ
ブ

※
３

新
発
田
政
友
会

※
３

民
主
ク
ラ
ブ

※
３

日
本
共
産
党

※
３

公

明

党
※
３

賛
　

成
　

※
４

反
　

対
　

※
４ 

市
長
提
出
議
案

人事案件
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例制定
し尿等下水道投入施設条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の一部改正
新発田市災害救助条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市道路占用料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田市公共下水道事業受益者負担に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

25年度補正予算
一般会計（第４号） 分割付託 可決 ※5 ○ ○ ○ ○ 23 0
農業集落排水事業特別会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

その他
新発田地域広域事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
下越障害福祉事務組合規約の変更について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
し尿及び浄化槽汚泥の処理に関する事務の受託について 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について（県営中川地区区画整理事業の施行に伴う字の変更） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について（県営太斎地区区画整理事業の施行に伴う字の変更） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（住吉コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（五十公野コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（佐々木コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（御幸町ふれあいコミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（豊町ふれあいコミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（猿橋コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（菅谷コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（加治川コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（七葉コミュニティセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（米倉農村環境改善センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（松浦農村環境改善センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（宮古木コミュニティセンター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市農村婦人の家） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（有機の里交流センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（米倉ふれあい農園） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市高齢者レクリエーションセンター） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
市道路線の廃止について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
市道路線の認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0 

議
会
提
出
議
案

意見書
積雪寒冷地域対策の推進を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
介護保険の給付縮小を行わないことを求める意見書 否決 × × ○ ○ × 8 16
免税軽油制度の継続を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
広域合併団体の実態に応じた普通交付税措置を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

請
願

陳
情

国民健康保険税の引き下げを求める請願 社会文教 否決 × × × ○ × 3 21
「特定秘密の保護に関する法律案」の廃案を求める意見書提出に関する請願 総務 否決 × × × ○ × 3 21
湯の平登山道の早期開設に関わる請願書 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新しい新発田市立図書館に関する請願書 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
新発田駅前複合施設の１階部分にバスターミナルの設置を求める為の陳情書 総務 否決 × × × × × 0 24
新発田図書館の移設に反対する為市議会議員の協力を求める陳情書 総務 否決 × × × × × 0 24

市 民 ク ラ ブ 小川　徹、稲垣富士雄、中村　功、宮島信人、長谷川健吉、井畑隆二、佐藤武男、佐久間敏夫
新発田政友会 川﨑孝一、比企広正、斎藤　明、大沼長栄、今田修栄、湯浅佐太郎、若月　学、小柳　肇
民 主 ク ラ ブ 宮野昭平、入倉直作、青木泰俊、渡部良一、小坂博司
日 本 共 産 党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※１ 「総務｣　　：総務常任委員会
 「社会文教｣：社会文教常任委員会
 「経済建設｣：経済建設常任委員会
 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
 但し、審議した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３ 「○｣：会派構成議員全員がその議案等に対して賛成したもの
 「×｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して｢賛成以外｣

※４  議長は、地方自治法第116条により表決には参加せず、ま
た、宮島信人議員が欠席したため表決参加議員数は24名です。

※5  市民クラブのうち、7名は賛成、1名（長谷川健吉議員）は退席。
このため、この案件に関しては、表決参加議員数は23名です。
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　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から市政全般に関して執行機関に対する
疑問をただしたり、所信の表明を求めたりする
もので、定例会に限って認められています。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。このことにより、市長や教
育長などがあらかじめ準備をしておくことで、
質問に対して的確な答弁が期待されることにな
ります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問をおこなうこと
もあります。
　この場合は、１人につき制限時間の45分以内
に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一答方式」
で、深まった議論を展開することになります。

建設費の高騰に伴う市庁舎及び
複合施設の対応について
中学生の冬期の通学バスについて

　

復
興
特
需
に
加
え
、
急
激

な
需
要
拡
大
に
よ
る
労
務
費
、
資

材
費
や
円
高
の
影
響
な
ど
建
設
費

高
騰
の
要
因
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
く
、
全
国
で
入
札
不
調
が
相
次

い
で
い
る
。
当
市
で
は
期
限
の
あ

る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中

で
あ
る
。
①
当
初
よ
り
増
額
が
見

込
ま
れ
る
新
庁
舎
の
事
業
費
は
。

ま
た
、
そ
の
財
源
は
。
②
駅
前
複

合
施
設
に
関
し
て
、
事
業
費
の
上

方
修
正
見
込
と
そ
の
財
源
、
事
業

費
増
加
の
許
容
点
と
内
容
の
変

更
、
中
止
は
あ
り
得
る
の
か
。

　

①
新
庁
舎
の
建
設
は
、
お

お
よ
そ
10
億
円
増
の
53
億
５
７
０
０

万
円
で
あ
る
。
最
終
的
な
事
業
費

総
額
は
、
実
施
設
計
の
完
了
を
待

た
ざ
る
を
得
な
い
が
、
増
額
分
も

合
併
特
例
債
と
庁
舎
建
設
基
金
を

充
当
す
る
。
②
市
民
要
望
に
よ
る

施
設
の
充
実
、
労
務
単
価
や
物
価

の
上
昇
等
の
影
響
か
ら
当
初
想
定

事
業
費
を
上
回
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。
財
源
は
、
合
併
特
例

債
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
国
庫

補
助
金
、
一
般
財
源
を
併
用
す

る
。
上
限
額
は
、
財
政
計
画
の
見

直
し
の
中
で
精
査
し
、
財
政
計
画

と
調
整
し
な
が
ら
、
施
設
整
備
を

進
め
た
い
。

　

豊
浦
中
学
校
及
び
紫
雲
寺

中
学
校
の
冬
期
間
の
通
学
に
つ
い

て
、
「
加
治
川
中
学
校
並
み
」
の

補
助
又
は
施
策
を
求
め
る
請
願
が

本
年
２
月
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
両
校
全
保
護
者
か
ら
陳
情
も

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
実

現
し
て
い
な
い
。
安
全
な
通
学
の

確
保
は
最
低
限
の
行
政
の
責
務
で

あ
る
。
民
意
を
な
ぜ
軽
々
し
く
扱

え
る
の
か
。
国
の
助
成
基
準
「
片

道
６
㎞
以
上
」
に
家
訓
の
如
く
こ

だ
わ
り
、
な
ぜ
取
り
組
ま
な
い
の

か
。
今
冬
に
対
処
で
き
た
案
件
を

な
ぜ
放
置
し
た
の
か
。　
　
　
　

　

加
治
川
中
学
校
は
、
合
併

の
特
例
と
し
て
通
学
支
援
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
請
願
内
容
の

２
㎞
以
上
の
通
学
バ
ス
の
運
行
は
、

全
市
的
な
影
響
を
考
え
、
慎
重
な
検

討
を
要
す
る
と
、
平
成
25
年
２
月
市

議
会
の
社
会
文
教
常
任
委
員
会
で

答
弁
し
た
。
請
願
採
択
以
前
か
ら
の

全
体
的
、
総
合
的
な
検
討
の
中
で
、

豊
浦
地
区
の
滝
沢
の
中
学
生
、
紫
雲

寺
地
区
の
二
ツ
山
、
人
橋
の
小
中
学

生
は
、
従
来
の
新
発
田
市
基
準
で
遠

距
離
と
み
な
し
、
優
先
的
に
こ
の
冬

の
支
援
実
施
を
行
う
こ
と
と
し
、
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

建
設
費
の
高
騰
に
伴
う
市
庁
舎
及
び
複
合
施
設
の
対
応
に
つ
い
て

 

Ａ 

労
務
単
価
や
物
価
の
上
昇
等
の
影
響
か
ら
当
初
想

定
の
概
算
事
業
費
を
上
回
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い

Ｑ 

中
学
生
の
冬
期
の
通
学
バ
ス
に
つ
い
て

 

Ａ 

全
体
的
、
総
合
的
に
検
討
し
、
豊
浦
地
区
及
び
紫
雲

寺
地
区
の
一
部
は
、
優
先
的
に
こ
の
冬
の
支
援
実
施
を
行
う

新庁舎のイメージ新庁舎のイメージ
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農業振興について
ごみ処理問題について

　

①
政
府
は
、
２
０
１
８
年
で

米
の
生
産
調
整
を
廃
止
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
経
費
や
労
働
力
、
農
家

負
担
が
増
大
す
る
の
は
確
実
で
あ

る
。
農
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。
②
複
合
営
農
で
減
反
に
伴
う

大
豆
な
ど
の
主
要
作
物
の
維
持
で
、

耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す
考
え
は
。
③

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
人

材
育
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

　

①
農
業
や
農
村
の
役
割
や

機
能
を
十
分
踏
ま
え
、
農
家
や
国
民

の
利
益
を
十
分
考
慮
し
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
し
て
農
業
を
営
め
る
制

度
と
し
て
練
り
上
げ
、
攻
め
の
農
林

水
産
業
へ
の
展
望
を
開
く
議
論
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
②
引
き
続
き
、

大
豆
は
、
主
食
用
米
と
組
み
合
わ
せ

た
複
合
経
営
の
柱
と
し
、（
仮
称
）

産
地
交
付
金
に
よ
っ
て
、
地
域
振
興

作
物
に
位
置
付
け
、
作
付
面
積
の
拡

大
と
収
量
・
品
質
の
高
位
安
定
化
を

図
り
た
い
。
③
新
た
に
計
画
さ
れ
る

松
塚
漁
港
の
水
産
物
加
工
・
直
売

所
、
五
十
公
野
公
園
内
で
開
設
準
備

が
進
む
農
産
物
直
売
所
と
い
っ
た

施
設
を
核
と
し
て
、
地
産
地
消
を
通

し
て
の
人
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

新
発
田
市
の
家
庭
ご
み
の

搬
出
量
は
、
年
間
約
２
万
ト
ン
近

く
あ
り
、
年
間
１
億
９
千
万
円
以

上
の
経
費
が
か
か
っ
て
お
り
、
財

政
面
で
も
、
大
き
な
負
担
で
あ

る
。
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
、

焼
却
す
る
の
で
は
な
く
、
有
機
資

源
セ
ン
タ
ー
で
堆
肥
に
し
、
市
民

の
循
環
型
社
会
へ
の
意
識
を
高
め

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
の
無
償

貸
与
は
で
き
な
い
か
。　
　
　
　

　

ご
み
の
減
量
化
の
推
進
に

向
け
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
最
も
大

切
で
あ
る
。
生
ご
み
処
理
機
も
、
市
民

の
負
担
で
購
入
し
て
も
ら
い
、
ご
み

の
減
量
化
の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も

に
活
用
の
成
果
が
表
れ
、
取
り
組
み

の
継
続
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
の
無
償
貸
与
は
考
え

て
い
な
い
。
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
で

の
原
料
の
活
用
は
、
処
理
能
力
、
異
物

混
入
、
収
集
運
搬
体
制
の
整
備
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

難
し
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
ま

で
同
様
、
よ
り
多
く
の
家
庭
で
、
補
助

金
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
各
家
庭
で

堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
る
生
ご
み
処

理
機
の
普
及
に
努
め
た
い
。

Ｑ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

 

Ａ 

農
業
や
農
村
の
役
割
を
十
分
踏
ま
え
、攻
め
の
農

林
水
産
業
へ
の
展
望
を
開
く
議
論
を
し
て
も
ら
い
た
い

一部の地区で行われ一部の地区で行われ
ている家庭生ごみのている家庭生ごみの
分別回収分別回収

異常気象による水害、土砂災害
などへの防災対策は万全か
国の米政策（生産調整）の見直しによる
新発田市農業の課題と展望について

今
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

今
ま
で
に
経
験
の
な
い
大
雨
、
洪

水
、
大
型
台
風
、
伊
豆
大
島
町
の

土
砂
崩
れ
等
が
発
生
し
た
。
正
に

日
本
は
災
害
列
島
で
あ
る
。
①
当

市
を
流
れ
る
一
級
河
川
中
田
川

は
、
市
街
地
の
雨
水
、
農
業
用
排

水
が
流
れ
込
む
が
、
通
水
能
力
が

不
足
し
て
い
る
。
農
地
の
湛
水
、

市
街
地
の
浸
水
・
洪
水
対
策
に
、

早
期
の
中
田
川
の
整
備
を
要
望
す

る
。
②
情
報
が
生
命
を
守
る
時

代
。
緊
急
時
の
避
難
勧
告
に
防
災

ラ
ジ
オ
、
防
災
メ
ー
ル
等
の
情
報

伝
達
は
万
全
か
。

　

①
中
田
川
は
、
未
改
修
で

通
水
能
力
が
な
い
た
め
、
暫
定
的

に
加
治
川
へ
強
制
排
水
し
て
い
る

が
、
農
地
や
周
辺
地
域
へ
甚
大
な

被
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
。
中
田

川
の
整
備
促
進
は
、
河
川
管
理
者

の
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
着
手

の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。
②
緊

急
時
の
情
報
は
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
、
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
達
し
、
ま

た
、
消
防
団
車
両
に
よ
る
広
報
や

自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
等
と
連

携
し
、
各
世
帯
を
個
別
に
回
り
、

伝
達
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

国
の
米
の
生
産
数
量
割
り

当
て
、
直
接
支
払
交
付
金
が
５
年

後
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
後
、
主
食
用
米
の
暴
落
も

予
想
さ
れ
る
。
水
田
の
フ
ル
活
用

で
、
飼
料
用
米
等
の
増
産
や
産
地

づ
く
り
交
付
金
等
、
各
自
治
体
の

裁
量
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
当

市
の
農
業
の
課
題
と
展
望
は
。

　

こ
の
た
び
の
見
直
し
の
軸

は
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
半

額
に
減
額
し
、
こ
れ
に
よ
り
確
保

し
た
財
源
を
、
飼
料
用
米
等
へ
の

転
作
助
成
の
財
源
に
充
て
、
ま
た
、

「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
」
を
新
た

に
創
設
し
、
農
地
が
持
つ
多
面
的

機
能
の
維
持
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
当
市
と
し
て
は
、
水
田
の
フ

ル
活
用
と
経
営
安
定
対
策
等
の
各

種
助
成
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、

農
家
所
得
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
市
町
村
段
階
で
決
定
で
き
る

新
た
な
「
（
仮
称
）
産
地
交
付
金
」

を
最
大
限
活
用
し
、
園
芸
作
物
等

の
地
域
振
興
作
物
へ
の
助
成
の
拡

充
や
、
飼
料
用
米
等
、
ニ
ー
ズ
の

あ
る
作
物
の
本
作
化
を
進
め
、
活

力
あ
る
農
業
の
実
現
を
図
り
た
い
。

Ｑ 

異
常
気
象
に
よ
る
水
害
、土
砂
災
害
な
ど
へ
の
防
災
対
策
は
万
全
か

 

Ａ 

甚
大
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
、中
田
川
の
整
備
促
進
を

県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
着
手
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い

一級河川中田川（中田町付近）一級河川中田川（中田町付近）

Ｑ 

国
の
米
政
策（
生
産
調
整
）の
見
直
し
に
よ
る
新
発
田
市
農
業
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

 

Ａ 

市
町
村
段
階
で
活
用
で
き
る
産
地
交
付
金
を
最

大
限
活
用
し
、
活
力
あ
る
農
業
の
実
現
を
図
り
た
い

Ｑ 

ご
み
処
理
問
題
に
つ
い
て

 

Ａ 

補
助
金
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
各
家
庭
で
堆
肥
と

し
て
利
用
で
き
る
生
ご
み
処
理
機
の
普
及
に
努
め
た
い
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堀部安兵衛や新発田市出身の
著名人物をもっとPRすべきでは！
地元経済の活性化に向けた条例
制定について

　

①
新
発
田
市
出
身
の
著
名

人
物
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
②
市
内
小
中
学
生
の
８

割
は
堀
部
安
兵
衛
を
知
ら
な
い
と

聞
く
。
学
校
で
取
り
上
げ
る
と
と

も
に
、「
新
発
田
を
め
ぐ
る
人
物

も
の
が
た
り
」
を
活
用
し
、
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　

　

①
城
下
町
の
歴
史
と
伝
統

は
、
堀
部
安
兵
衛
の
他
に
も
、
大

倉
喜
八
郎
、
坪
川

か
ん

平ぺ
い

、
蕗
谷
虹

児
等
、
数
多
く
の
偉
人
や
著
名
人

を
輩
出
し
て
き
た
。
ま
た
、
今

後
、
強
力
に
打
ち
出
す
べ
き
人
物

と
し
て
、
市
島
春
城
が
挙
げ
ら
れ

る
。
現
在
、
当
市
出
身
の
偉
人
・

著
名
人
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る

作
業
を
続
け
て
お
り
、
新
年
度
に

は
、
い
く
つ
か
新
た
な
取
り
組
み

を
提
案
し
た
い
。
②
歴
史
的
に
活

躍
し
た
当
市
出
身
者
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。「
ふ
る

さ
と
し
ば
た　

新
発
田
を
め
ぐ
る

人
物
も
の
が
た
り
」
が
、
各
校
の

学
習
・
教
育
活
動
に
お
い
て
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
働

き
か
け
た
い
。

　

①
京
都
市
を
は
じ
め
、
全

国
で
24
の
自
治
体
が
日
本
酒
を
普

及
促
進
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
当
市
で
も
制
定
し
て
は
い
か
が

か
。
②
南
魚
沼
市
の
よ
う
に
地
元
産

の
米
を
普
及
促
進
さ
せ
る
た
め
の

条
例
を
制
定
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　
　

　

①
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
ま

ち
の
特
徴
を
軸
に
、
地
元
に
あ
る

も
の
、
よ
そ
と
は
違
う
も
の
で
ま

ち
を
売
り
出
し
、
元
気
に
し
た
い

と
い
う
思
い
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
地
元
の
特
徴
あ
る
産
品
を
軸

に
、
新
発
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
、

現
在
の
新
発
田
に
と
っ
て
最
も
有

効
な
策
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
新
発
田

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
。
②
当
市
は
、

全
国
で
も
類
を
見
な
い
「
食
の
循

環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

制
定
し
て
い
る
。
米
に
特
化
す
る

こ
と
な
く
、
食
の
循
環
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
市
民
、
事
業
者
、
市
が
各
役
割

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
発

展
に
つ
な
が
り
、「
住
み
よ
い
ま
ち

日
本
一　

健
康
田
園
文
化
都
市
、

新
発
田
」
を
実
現
で
き
る
。
今
後
も

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

堀
部
安
兵
衛
や
新
発
田
市
出
身
著
名
人
物
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
！

 

Ａ 

歴
史
的
に
活
躍
し
た
当
市
出
身
者
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
は
、郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

学校給食このままで安全・安心
なのか

Ｑ 

学
校
給
食
こ
の
ま
ま
で
安
全
・
安
心
な
の
か 

Ａ 

給
食
業
務
に
携
わ
る
全
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、こ
れ

ま
で
以
上
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
調
理
作
業
、
点
検
作

業
等
を
集
中
し
て
行
う
こ
と
が
最
大
の
対
応
策
で
あ
る

Ｑ 

地
元
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
条
例
制
定
に
つ
い
て

 

Ａ 

地
元
の
特
徴
あ
る
産
品
を
軸
に
、
ま
ず
は
、
ブ

ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い

学校給食の調理作業学校給食の調理作業

首都圏のスーパーで行われた首都圏のスーパーで行われた
新発田産農産物のＰＲ新発田産農産物のＰＲ
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教育に思う
新発田市まるごと観光地

　

①
文
部
科
学
省
が
道
徳
の

教
科
へ
の
格
上
げ
を
公
表
し
た
が
、

新
発
田
市
は
、
ど
う
い
う
教
育
方
針

で
、
道
徳
の
時
間
の
教
科
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
②
新
発

田
市
の
学
校
教
育
の
基
本
方
針
と

し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
共
創

に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
教
育
の
実
現

を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
教
育
委
員

会
は
市
内
の
小
中
学
校
へ
ど
の
程

度
巡
回
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

　

①
市
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
の
基
本
方
針
の
重
点
内
容
と

し
て
、「
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の

推
進
」
を
設
定
し
、「
共
生
」
の
心

を
育
て
る
道
徳
教
育
の
推
進
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
道
徳
の

教
科
化
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
の
今
後
の
基
本
方
針
や
提
言
を

踏
ま
え
、
必
要
な
対
応
や
研
修
会

等
を
実
施
し
て
「
豊
か
な
心
を
育

む
教
育
の
推
進
」
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
②
市
教
育
委
員
会
は
、
市

内
全
34
の
小
中
学
校
に
平
均
で
年

３
か
ら
４
回
、
学
校
訪
問
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
「
学
力
向
上
」
、

「
教
育
活
動
の
展
開
」
、「
生
徒
指

導
の
充
実
」
な
ど
の
目
的
で
そ
れ

ぞ
れ
学
校
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

　

①
市
内
に
は
観
光
資
源
が

数
多
く
あ
る
。
自
治
会
連
合
会
と
連

携
し
、
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

観
光
ル
ー
ト
に
結
び
つ
け
て
は
ど
う

か
。
②
新
発
田
市
観
光
協
会
と
月
岡

温
泉
観
光
協
会
を
分
け
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
③
観
光
の
促

進
策
と
し
て
、
新
発
田
市
を
舞
台
と

し
た
も
の
な
ど
、
懸
賞
金
付
き
の
応

募
作
品
の
募
集
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

①
市
内
に
は
、
手
つ
か
ず
の

資
源
や
磨
き
上
げ
の
進
ん
で
い
な
い

資
源
が
多
い
。
今
後
も
自
治
会
連
合

会
等
と
連
携
を
図
り
、
観
光
ル
ー
ト

づ
く
り
を
進
め
た
い
。
②
交
流
人
口

増
加
に
向
け
た
目
的
を
共
有
し
、
連

携
す
る
こ
と
で
、
先
進
か
つ
効
果
的

な
取
り
組
み
を
全
域
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
両
観
光
協
会
と
緊
密
に

情
報
を
共
有
し
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、
情
報
共
有
不
足
に
よ
る
縦
割
り

の
考
え
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
軽
減

し
て
い
る
。
③
観
光
促
進
策
と
し

て
、
新
発
田
市
を
舞
台
と
し
て
、
ま

た
新
発
田
市
出
身
者
を
主
人
公
と
し

た
作
品
等
の
募
集
も
、
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
今
後
、
先
進

事
例
や
他
地
域
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
と
併
せ
検
討
し
た
い
。

Ｑ 

教
育
に
思
う　

 

Ａ 

道
徳
の
教
科
化
に
は
、文
部
科
学
省
の
今
後
の
基
本
方

針
等
を
踏
ま
え
、必
要
な
対
応
や
研
修
会
等
を
実
施
し
た
い

「堀部安兵衛生誕地祭り」の総括
について
ふるさと納税について

　

平
成
25
年
は
、
赤
穂
義
士

で
名
だ
た
る
活
躍
を
し
た
堀ほ

り

部べ

安や
す

兵べ

衛え

武た
け

庸つ
ね

を
顕
彰
す
る
武た

け

庸つ
ね

会か
い

の

発
足
百
年
目
に
当
た
る
。
武
庸
会

百
年
祭
と
堀
部
安
兵
衛
生
誕
地
祭

り
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
様
々
な
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
堀
部
安
兵
衛
を
新
発

田
の
誇
り
と
し
て
、
一
過
性
の
も

の
で
は
な
く
、
観
光
の
目
玉
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
官
民
連
携

し
て
磨
き
上
げ
て
い
く
つ
も
り
な

の
か
。
堀
部
安
兵
衛
に
関
す
る
観

光
の
位
置
付
け
と
方
向
性
は
。

　

ま
さ
に
、
今
年
の
取
り
組

み
を
活
か
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
官
民
が
連
携
し
、
観
光
の
目

玉
と
し
て
、
磨
き
上
げ
を
し
て
い

く
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
子
ど
も
世
代
を
含
め

た
市
民
、
市
内
外
の
方
々
に
、
忠

臣
蔵
、「
堀
部
安
兵
衛
誕
生
の
地
し

ば
た
」
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
、
話
題
づ
く
り
に
加

え
、
今
後
は
、
飲
食
・
物
産
な
ど

の
分
野
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
観

光
振
興
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
市

税
の
税
収
ア
ッ
プ
、
知
名
度
ア
ッ

プ
、
地
元
農
産
品
・
工
芸
品
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

新
発
田
市
が
首
都
圏
に
ブ
ラ
ン
ド

を
展
開
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、

足
が
か
り
と
な
る
制
度
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を

新
発
田
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
何
が
障

害
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
新
発
田

の
農
産
物
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

全
国
へ
発
信
し
て
い
く
つ
も
り
な

の
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
ヤ
フ
ー
公
金
支
払
い
に
よ

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
実

施
、
郷
人
会
の
会
合
や
首
都
圏
で

の
イ
ベ
ン
ト
等
、
様
々
な
機
会
で

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
る
。
そ
の
効
果
か
ら
か
、
毎

年
、
新
規
に
納
税
く
だ
さ
る
方
も

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
。
今
後

も
、
ふ
る
さ
と
新
発
田
を
応
援
し

て
く
れ
る
人
が
、
一
人
で
も
増
え

る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

強
化
に
努
め
、
精
一
杯
市
政
発
展

に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ 「
堀
部
安
兵
衛
生
誕
地
祭
り
」の
総
括
に
つ
い
て

 

Ａ 

今
年
の
取
り
組
み
を
活
か
し
続
け
る
こ
と
が
、
官

民
が
連
携
し
磨
き
上
げ
を
し
て
い
く
こ
と
に
結
び
つ
く

忠臣蔵サミットに合わせ忠臣蔵サミットに合わせ
改修された武庸橋の渡り初め改修された武庸橋の渡り初め

Ｑ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

Ａ 

ふ
る
さ
と
新
発
田
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
増

え
る
よ
う
、ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
努
め
た
い

Ｑ 

新
発
田
市
ま
る
ご
と
観
光
地

 

Ａ 

今
後
も
自
治
会
連
合
会
等
と
連
携
を
図
り
、

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
を
進
め
た
い

新発田市の観光資源のひとつ新発田市の観光資源のひとつ
である新発田城である新発田城
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JR西新発田駅利用者の安全対策について
就学期「ちょっと気になる」から発達
障がい者支援ライフステージに応じた
支援、連携体制の構築について

　

西
新
発
田
駅
は
ホ
ー
ム
の

幅
が
非
常
に
狭
く
危
険
で
あ
り
、
待

合
室
も
狭
く
、
突
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
際
の
安
全
も
確
保
で
き
な
い
。
早

急
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
か
。
市
と
し
て
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

西
新
発
田
駅
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
は
、
ホ
ー
ム
の
拡
幅
、
ホ
ー

ム
の
屋
根
の
延
伸
等
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
Ｊ
Ｒ
か
ら
聞
い

て
い
る
。
近
年
は
、
ホ
ー
ム
上
の
警

告
線
乗
り
出
し
を
防
止
す
る
機
能

と
し
て
、
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
感
知

に
よ
り
、
自
動
音
声
で
注
意
喚
起

す
る
設
備
を
設
置
し
、
安
全
対
策

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
市
は
、
参
画
す
る
新
潟

県
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
を
通

じ
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、
利
用
者
の
安

心
・
安
全
確
保
の
た
め
、
ホ
ー
ム
の

拡
幅
と
待
合
室
の
増
設
を
要
望
し

た
。
Ｊ
Ｒ
に
は
、
安
全
か
つ
快
適
な

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を

担
い
、
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上
に

な
お
一
層
努
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
後
と
も
、
要
望
活
動
等
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

　

発
達
障
が
い
の
支
援
に
関
し

て
は
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
と
連
携
体
制
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。
①
福
祉
部
門
と

教
育
部
門
の
相
談
窓
口
を
一
本
化
し

た
支
援
体
制
や
、
一
貫
し
た
支
援
が

可
能
と
な
る
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
の

活
用
、
②
中
学
校
に
お
け
る
通
級
指

導
教
室
の
設
置
、
③
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
へ
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の

理
解
促
進
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

①
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
ら

見
て
一
本
化
し
た
相
談
窓
口
の
設

置
は
な
か
な
か
難
し
い
。
し
か

し
、
特
に
幼
児
期
か
ら
就
学
児
童

へ
の
ス
テ
ッ
プ
は
重
要
で
あ
り
、

こ
ど
も
課
と
学
校
教
育
課
は
、
就

学
指
導
で
綿
密
な
連
携
を
図
っ
て

い
る
。
②
小
学
校
に
は
通
級
指
導

教
室
が
３
つ
あ
る
が
、
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
通
級
指
導
教
室
の
要

望
を
伺
っ
て
お
ら
ず
、
ニ
ー
ズ
を

明
確
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。
③

市
特
別
支
援
教
育
推
進
委
員
会
に

お
け
る
啓
発
活
動
や
市
主
催
の
特

別
支
援
教
育
説
明
会
の
開
催
に
取

り
組
み
た
い
。

Ｑ 

Ｊ
Ｒ
西
新
発
田
駅
利
用
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、利
便
性
、安
全
性
の
向
上
に
一

層
努
め
て
も
ら
う
た
め
、今
後
も
要
望
活
動
等
を
継
続
し
た
い

秘密保護法（案）が地方自治体
に及ぼす影響について
くらしと尊厳をこわす「介護改
悪意見書案」について

Ｑ 

秘
密
保
護
法（
案
）が
地
方
自
治
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

 

Ａ 

当
市
に
は
防
衛
、外
交
等
の
安
全
保
障
に
関
す
る
情

報
は
な
く
、そ
の
よ
う
な
情
報
提
供
の
可
能
性
も
な
い

Ｑ 

就
学
期
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」か
ら
発
達
障
が
い
者
支
援
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
、連
携
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

 

Ａ 

幼
児
期
か
ら
就
学
児
童
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、こ
ど
も
課
と

学
校
教
育
課
が
綿
密
に
連
携
し
、就
学
指
導
を
行
っ
て
い
る

Ｑ 

く
ら
し
と
尊
厳
を
こ
わ
す「
介
護
改
悪
意
見
書
案
」に
つ
い
て

 

Ａ 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況
を
、
十
分
に
考
慮

し
、準
備
を
進
め
た
い

新発田中央包括支援センター新発田中央包括支援センター

JR西新発田駅のホームJR西新発田駅のホーム
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新発田市の工業団地の現況と
今後の計画
中心商店街と郊外大型店の競争
で中心商店街は生き残れるのか

　

市
内
の
工
業
団
地
は
、
現
在

６
か
所
あ
る
が
、
一
部
を
残
し
、
契

約
済
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。
①
今

後
の
計
画
と
工
場
誘
致
の
促
進
・

推
進
策
は
。
②
工
業
用
地
の
造
成

と
雇
用
対
策
及
び
財
政
問
題
は
一

対
と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

　

①
さ
ら
な
る
産
業
振
興
、
雇

用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
岡
田
と

箱
岩
に
新
た
な
工
業
団
地
を
計
画

し
て
い
る
。
岡
田
の
食
品
工
業
団

地
で
は
、
既
存
の
工
業
団
地
の
隣

接
地
に
平
成
28
年
春
か
ら
の
分
譲

を
目
標
に
、
食
品
関
係
企
業
に
特

化
し
た
新
た
な
食
品
工
業
団
地
の

拡
張
計
画
を
進
め
て
い
る
。
箱
岩

工
業
団
地
は
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

用
地
の
広
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
税

収
確
保
、
雇
用
創
出
を
最
優
先
と

し
て
捉
え
、
幅
広
い
業
種
を
対
象

に
誘
致
を
図
り
た
い
。
②
現
在
の

工
業
団
地
で
は
、
約
３
千
人
が
就

労
し
て
お
り
、
新
発
田
市
の
産
業

の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
産
業
の

振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で

あ
り
、
企
業
や
就
労
者
か
ら
の
税

収
も
見
込
ま
れ
る
。
工
業
団
地
の

設
置
は
、
市
の
財
政
安
定
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

①
中
心
商
店
街
の
現
状

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

努
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
行
政
と

し
て
の
活
性
化
発
展
策
を
伺
う
。

②
郊
外
の
大
型
店
の
出
店
や
計
画

が
目
白
押
し
で
あ
る
。
中
心
商
店

街
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、
発
展
さ

せ
る
の
か
。

　

①
あ
く
ま
で
商
店
街
自
身

が
主
体
と
な
り
、
自
ら
汗
を
か

き
、
郊
外
型
大
型
店
舗
に
な
い
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
の
向
上

と
、「
や
る
気
」
の
醸
成
が
、
商
店

街
活
性
化
へ
の
鍵
に
な
る
。
②
過

度
に
車
に
依
存
せ
ず
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
特
色
の
あ
る
商
売

の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
市
と
し

て
は
、
商
店
街
の
魅
力
発
信
や
賑

わ
い
創
出
、
恒
久
的
な
来
客
等
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
土
台
と
な
る

事
業
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
新
庁
舎
や
駅
前
複
合
施
設
の

整
備
で
、
新
た
な
中
心
市
街
地
の

核
と
し
、
商
店
街
と
の
一
体
性
を

武
器
に
、
歩
く
人
の
大
規
模
な
流

入
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

Ｑ 

新
発
田
市
の
工
業
団
地
の
現
況
と
今
後
の
計
画　

 

Ａ 

産
業
振
興
は
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
り
、工
業
団

地
の
設
置
は
、市
の
財
政
安
定
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

米生産調整の見直しについて
降雪等の対策について

　

①
減
反
見
直
し
で
、
県
が
補

助
金
活
用
を
試
算
し
た
結
果
、
所
得

が
４
〜
13
％
増
え
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
市
試
算
も
同
様
か
。
②
飼

料
用
米
を
本
作
に
す
べ
く
補
助
金

を
増
や
す
予
定
だ
が
、
増
収
は
可
能

か
。
減
反
が
な
く
な
れ
ば
、
米
価

暴
落
で
、
大
規
模
農
家
や
中
山
間
地

域
も
、
稲
作
の
崩
壊
を
危
惧
す
る

が
、
市
農
業
の
展
望
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

　

①
当
市
の
試
算
で
は
、
個

人
で
１
・
３
２
％
、
法
人
で
１
・

０
４
％
の
増
収
と
な
っ
た
。
②
今

回
の
見
直
し
で
、
米
粉
用
米
、
飼
料

用
米
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

そ
の
収
穫
量
に
応
じ
て
交
付
金
が

増
え
る
仕
組
み
と
さ
れ
た
。
よ
り

生
産
拡
大
が
図
ら
れ
、
農
畜
産
物

の
自
給
率
の
向
上
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
。
当
市
と
し
て
は
、
個
人

経
営
か
ら
組
織
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
通
じ
、
園
芸
作
物
を
加
え

た
複
合
営
農
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
加
工
・
流
通
・
販
売
を
行
う
六

次
産
業
化
を
推
し
進
め
、
コ
ス
ト

削
減
と
高
付
加
価
値
化
等
に
よ
っ

て
持
続
的
な
経
営
展
開
が
で
き
る

足
腰
の
強
い
農
業
を
実
現
す
る
よ

う
施
策
を
進
め
た
い
。

　

①
２
年
前
に
、
豊
浦
地
域
の

市
道
乗
廻
線
で
地
吹
雪
に
よ
る
車
の

立
ち
往
生
が
発
生
し
た
。
一
部
市
道

路
線
に
地
吹
雪
防
止
柵
の
設
置
は
計

画
的
に
で
き
な
い
か
。
②
一
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
世
帯
等
の
住
宅
の
玄
関

か
ら
道
路
ま
で
の
除
雪
経
費
の
持
続

的
な
予
算
化
は
で
き
な
い
か
。

　

①
市
内
で
吹
溜
り
が
生
じ

る
除
雪
路
線
は
、
３
０
０
か
所
以

上
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
に
吹
き
払

い
柵
を
設
置
す
る
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た
め
、
極
め
て
難
し

い
。
今
季
は
、
吹
溜
り
発
生
時
専
用

の
除
雪
体
制
を
構
築
し
た
。
冬
期

間
の
道
路
交
通
の
確
保
に
万
全
を

期
し
た
い
。
②
平
成
23
年
度
か
ら
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
等
の
屋

根
雪
除
雪
助
成
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
伴
う
玄

関
先
か
ら
道
路
ま
で
の
除
雪
を
助

成
の
対
象
と
し
て
い
る
。
個
人
宅

の
除
雪
は
、
自
助
、
互
助
が
大
切
で

あ
り
、
ご
近
所
同
士
が
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
い
。

市
の
事
業
と
し
て
は
、
も
う
し
ば

ら
く
現
行
の
ま
ま
と
し
、
屋
根
雪

除
雪
助
成
事
業
の
推
移
等
を
十
分

に
検
証
し
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ 

米
生
産
調
整
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

Ａ 

コ
ス
ト
削
減
と
高
付
加
価
値
化
等
に
よ
り
、足

腰
の
強
い
農
業
を
実
現
す
る
よ
う
施
策
を
進
め
た
い

生産調整により生産調整により
稲作から転作した大豆畑稲作から転作した大豆畑

Ｑ 

降
雪
等
の
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

現
行
の
屋
根
雪
除
雪
助
成
事
業
の
推
移
等
を

十
分
に
検
証
し
、検
討
し
た
い

Ｑ 

中
心
商
店
街
と
郊
外
大
型
店
の
競
争
で
中
心
商
店
街
は
生
き
残
れ
る
の
か
、

行
政
と
し
て
は
、ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、ま
た
対
応
策
は
考
え
て
い
る
の
か

 

Ａ 

商
店
街
自
ら
汗
を
か
き
、商
品
、サ
ー
ビ
ス
、技
術
の
向

上
、「
や
る
き
」の
醸
成
が
、商
店
街
活
性
化
へ
の
鍵
と
な
る

中心商店街中心商店街
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新発田駅前複合施設建設用地
について

Ｑ 

新
発
田
駅
前
複
合
施
設
建
設
用
地
に
つ
い
て

 

Ａ 

事
業
計
画
は
、
終
始
、
首
尾
一
貫
し
て
お
り
、

何
ら
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
で
あ
る

親子プレールームでの親子プレールームでの
子育て支援の取り組み子育て支援の取り組み

新発田市における婚活事業の現状と少
子高齢化、人口減少に対する市の具体
策について
新発田ブランド認証制度と中心市街
地活性化策の具体的な施策について

Ｑ 

新
発
田
市
に
お
け
る
婚
活
事
業
の
現
状
と
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
に
対
す
る
市
の
具
体
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
望
ま
し
い
教

育
環
境
の
充
実
を
図
り
、当
市
に
人
を
呼
び
寄
せ
た
い

Ｑ 

新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
と
中
心
市
街
地
活
性
化
策
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

公
共
サ
ー
ビ
ス
、情
報
発
信
、歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
の
各

拠
点
施
設
を
媒
介
し
、中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
創
出
し
た
い

複合施設の建設が計画されて複合施設の建設が計画されて
いる新発田駅前の用地いる新発田駅前の用地



〔13〕

駅周辺整備について
（費用対効果を考える）

Ｑ 

駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
（
費
用
対
効
果
を
考
え
る
）

 

Ａ 

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
駅
東
交
通
広
場
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い

新発田駅東口付近新発田駅東口付近

重い負担の国保税の引き下げを
保育園入所待機児童対策に
ついて

Ｑ 

重
い
負
担
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

 

Ａ 

国
保
は
国
民
皆
保
険
の
最
後
の
砦
で
あ
り
、
加
入

者
に
一
定
程
度
の
負
担
増
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い

保育園の入園式保育園の入園式

Ｑ 

保
育
園
入
所
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

各
保
育
園
の
施
設
改
修
、
私
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
入
所
待
機
児
童
を
な
く
し
た
い



〔14〕

子どもの生命を守り人権を保障するため
「子どもの権利条例」制定について
二階堂市政最終年度を迎えるに当たって
の課題と展望について

Ｑ 

二
階
堂
市
政
最
終
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て

 

Ａ 

ム
ダ
を
排
除
し
、
産
業
振
興
に
よ
り
収
入
を
増
や
し
、
そ

の
お
金
を
福
祉
や
教
育
に
回
し
、
健
全
財
政
を
維
持
し
た
い

Ｑ 

子
ど
も
の
生
命
を
守
り
人
権
を
保
障
す
る
た
め「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定
に
つ
い
て

 

Ａ 

あ
え
て
今
、
子
ど
も
の
人
権
に
特
化
し
た
条
例
を
制

定
す
る
よ
り
は
、
今
後
の
施
策
な
ど
を
充
実
さ
せ
た
い

任期最終年度を迎える市長任期最終年度を迎える市長

本
会
議
の
よ
う
す
を
生
中
継

本
会
議
の
よ
う
す
を
生
中
継
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【市議会ホームページ】 http://www.shibata-shigikai.jp/

本会議（定例会）の様子を、
エフエムしばたで生放送します。
生放送は本会議開始（午前10時）
から終了まで全て放送します。
緊急情報や休憩などにより中断

することがあります。

本会議を

（76.9MHz）
で生放送します

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検索閲覧するこ
とができます。
　他にも、｢市議会だより｣のバックナンバー（83号以降）を見ることができます。
　なお、会議録(冊子)は、市立図書館に設置されています。

2月20日  告示日、会派正副会長会議、議会運
営委員会

2月21日 請願・陳情・意見書提出期限
2月25日 議会運営委員会
2月27日  本会議（提案理由説明・委員会付託）
3月 4日 総務常任委員会
3月 5日 社会文教常任委員会
3月 6日 経済建設常任委員会
3月10日 本会議（会派代表質問）
3月11日 本会議（一般質問１日目）
3月12日 本会議
  （一般議案・補正予算採決・※一般質

問２日目）
3月13日 本会議（※一般質問３日目）
3月14日 一般会計予算審査特別委員会
 （３セク・財務課長総括説明）
3月17日  一般会計予算審査特別委員会（総務

関係）
3月18日  一般会計予算審査特別委員会（社会

文教関係）
3月19日 一般会計予算審査特別委員会
 （経済建設関係・市長総括質疑）
3月25日 議会運営委員会
3月27日 本会議（最終日）
 （一般会計予算議案採決）

２月定例会日程予定２月定例会日程予定
※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

※変更等の場合は、ホームページ、エフエムしばた等でお知らせします。

２月定例会日程予定２月定例会日程予定

ホームページで市議会を紹介ホームページで市議会を紹介ホームページで市議会を紹介ホームページで市議会を紹介
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委員長　渡邊　喜夫

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案13件（うち請願１件）、審議の結果、
議案はすべて可決、採択すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  

■湯の平登山道の早期建設に関わる請願書について  

　「東中学校区統合小学校建設事業について、建設

場所、統合対象校は」の質疑に、「現在の五十公野
小学校を改築して建てる。対象校は、五十公野、松
浦、米倉、赤谷小学校の４校である」との答弁があ
りました。
　「学校給食調理場再編整備事業について、五十公
野共同調理場の建設予定地は」の質疑に、「五十公
野駐在所に隣接する市の所有地に建設する予定であ
る。また、隣接する民有地の一部も購入するため協
議をしており、新年度予算で計上する予定である」
との答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
しました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
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　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案７件（うち請願１件、陳情２件）、審議の
結果、請願１件及び陳情２件は不採択とし、その他の議案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  

　議案は常任委員会に付託され、慎重に審議されます。
　その審議の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されま
す。

常任委員会の審議状況

委員長　加藤　和雄

委員長　佐久間 敏夫

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案20件（うち請願２件）、審議の結果、
請願１件は不採択とし、その他の議案はすべて可決、採択すべきものとしました。

■新しい新発田市立図書館に関する請願書について  
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議会報告会を開催しましたた

○市の決算をもっと理解できるようにするため、人口
が同じ規模の自治体と比較して、新発田市の状況が
わかるように説明してもらえると良いのではないか。

○議会傍聴できない市民にとって、報告会は大事なこ
とであり、必要であると思うので、これからも開催
してもらいたい。

○住民も議員も誠実に話し合いができて大変良かっ
た。

○多くの意見が出て良かったと思うが、地域内の議論
が少なく、若干不満が残った。

○もっと多数の市民が参加できるよう努力をしてもら
いたい。

○女性や若い人も参加できるように、更に工夫しても
らいたい。
○陳情の場ではない。物が言いたい人が参加する場な
のか。
○説明は簡単にわかりやすくしてもらいたい。
○議員の勉強不足。市民に対する配慮が足りないよう
な気がした。
○報告方法をよく考えてもらいたい。
○地元出身の議員を地元説明会のメンバーに入れてほ
しい。
○各議員のそれぞれの意見が聞きたい。ゆっくり聞け
なかったことは残念である。

報告会についての主な意見・感想・提案等（アンケート記入分）

開かれた議会を目指して

○ 報告・説明の内容について ○ 報告・説明時間は

○ 開催時間帯でよいのは ○ 参加しての感想は

○ 意見交換会について

よくわかった
　　22％

平日の昼
　13％

休日の昼
　60％

休日の夜
　3％

平日の夜
　23％

どちらかと言うと
よくわかった
　　　59％

無回答
　1％

どちらかと言うと
よくわからな
　　かった
　　　18％

長すぎた
　8％

どちらかと言うと
長すぎた
　　  63％

どちらかと言うと
よかった
　　  57％

意見が出て
よかった
　  46％

非常によかった
　　 33％

どちらかと言うと
短かすぎた
　　27％

どちらかと言うと
意見が出て
よかった
　　　44％

無回答 1％ 無回答 4％
短かすぎた

1％

どちらかと言うと
意見が出ず物足り
なかった
　　　6％

未記入 2％
どちらかと言うと
あまり意味が
なかった
　　　8％

無回答 1％

アンケート結果
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○11月17日（日）

時　間 場　　　所 参加者
午前10時～ 農業サポートセンター（川東） 4人

午前10時～ 加治川地区公民館 12人

午後１時30分～ 生涯学習センター 13人

午後１時30分～ 佐々木コミュニティセンター 30人

議会報告会議会報告会をを開催しました開催しまし
　今年度２回目となる議会報告会を、11月16日及び
17日の２日間にわたり、市内８会場で開催しました。
　平成22年度から始めた議会報告会は、今回で７回
目。各会場で延べ98人の市民の皆さんにご参加いただ
きました。
　報告会では、平成24年度一般会計決算関係を中心に
９月定例会で審議された内容を報告したほか、市民と
の意見交換も行い、各会場で貴重なご意見をいただき
ました。
　ご参加いただいた皆さん、本当にありがとうござい
ました。

Ｑ  　24年度の決算について、14億円の黒字の要因は
何か。歳入の市債、歳出の公債費の収支は、今後ど
のように推移するのか。

Ｑ  　一般質問については誰が質問するかは会派で話し
合って決めているのか、個人で自由にするのか。一
般質問は市民を飽きさせない時間にしてほしい。

Ｑ  　国保税は未納者が多い。一般会計から国保会計へ
繰り入れている市があるが、そのような場合、一般
会計への影響はあるのか。市議会ではどう解釈して
いるのか。

Ｑ  　新庁舎建設費の予算が増額となるのは本当なの
か。

主な質疑応答

○11月16日（土）

時　間 場　　　所 参加者
午前10時～ 菅谷コミュニティセンター 8人

午前10時～ 紫雲寺地区公民館 12人

午後１時30分～ 豊浦地区公民館 6人

午後２時～ サン・ワークしばた 13人

各会場の参加者数
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編　集　委　員 編集後記

本市議会
行政視察状況
（11月～1月）

市議会から新発田市を情報発信市議会から新発田市を情報発信
義士の法被姿で本会議義士の法被姿で本会議

☆議会運営委員会
　視 察 先：四日市市、半田市、豊田市
　視察内容：議会改革

☆新発田政友会
　視 察 先：秋田市、由利本荘市
　視察内容：風力発電、
　　　　　　学力向上の取り組み

☆社会文教常任委員会
　視 察 先：㈱ナカショク　　　　　　
　視察内容：上中山肥育農場

☆民主クラブ
　視 察 先：隠岐の島町、海士町　　　　　　
　視察内容：隠岐ジオパーク、
　　　　　　第四次海士町総合振興計画

Citizen voice

○ 

質
問
の
内
容
か
ら
、
住
民
の
暮
ら

し
の
様
々
な
面
に
関
わ
る
こ
と
を

議
論
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○ 

本
会
議
に
は
、
市
長
さ
ん
や
議
員

さ
ん
の
ほ
か
に
、
市
の
職
員
の
方

が
出
席
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が

関
わ
っ
て
い
る
。

○ 

本
会
議
を
通
し
て
、
新
発
田
市
ら

し
さ
や
住
み
や
す
さ
を
話
し
合
っ

て
い
る
感
じ
が
し
た
。

○ 

本
会
議
場
に
初
め
て
入
り
、
議
場

の
様
子
を
実
際
に
見
聞
し
た
体
験

は
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

○ 

市
で
行
わ
れ
る
政
治
が
、
こ
こ
で

話
し
合
わ
れ
、
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
初
め
て
わ
か
っ
た
。

　

み
ん
な
の
願
い
を
実

現
す
る
た
め
に
、
市
民

が
選
ん
だ
議
員
や
市
長

が
ど
の
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
る
の
か
、
子
ど

も
た
ち
は
、
一
般
質
問

で
の
や
り
と
り
か
ら
、

本
会
議
場
で
の
真
剣
さ

や
、
厳
粛
さ
を
身
を

も
っ
て
感
じ
た
よ
う
で

す
。

　

今
後
、
新
発
田
市
を

例
に
、
国
や
県
に
学
習

を
展
開
し
て
い
く
中

で
、
と
て
も
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　12月11日、七葉小学校の６年生の皆さんが本会議の
傍聴見学に訪れました。
　子どもたちは、真剣な表情で見学していました。
　小学校からお便りをいただいたので、紹介します。


